
項 目 内　　容

令
和

4

4

具体的な授業
改善の方策

・板書の仕方などを引き続き工夫する。
・文の相互関係を常に意識するように継続して指導する。また、文章問題の内容を理解しやすく
するためにテープ図をかかせる等の工夫を行っていく。
・常に基本に立ち返り、指導していく。また、朝自習などの時間を利用し、基礎・基本の定着を図
る。

年
度
末

第４学年におけ
る児童の達成
度と第５学年に
向けての課題

　漢字に対する苦手意識は多くの児童が克服し、第４学年までに習う漢字を身に付けることがで
きた。文章の読み取りに関しては、何を問われているかを考えて答える力を高める必要がある。

令
和

5

5

具体的な授業
改善の方策

・３分チャレンジを活用するなど、定期的に復習する機会を設ける。
・聞かれていること・わかっていることに線を引くなど、問題を解く際に必要となる情報を明確にして問題文を
読む習慣を付けさせる。
・スモールステップを積み重ね、「できた」という達成感を味合わせる。自力解決しようとする意識を高める。

年
度
末

第５学年におけ
る児童の達成
度と第６学年に
向けての課題

・かけ算割り算の基本的な計算の技量は上がった。
・小数、分数の数の構成や小数点の処理の仕方がまだ不十分である。
・文章題の立式の際、題意を捉えて立式することが苦手である。

令
和

6

6

具体的な授業
改善の方策

・ 全学年までの定着が不十分な内容を、３分チャレンジや宿題等で出題する。
・ 数直線のかき方について、継続して指導し、継続的に使う。

年
度
末

小学校６年間
のまとめと中学
校への引継事
項

・四則演算の徹底による基礎学力の徹底。マス計算を行うことで計算スピードが向上してきたが
継続指導が必要。
・線分図や数直線を書く指導は継続する必要がある。
・自分の考えを説明する時間を取り入れた指導を意識し、自分の意見をもてる児童が増えた。
・毎時間の振り返りの時間を確保したことで、多くの児童が考えをもてるようになった。また、振り
返りの視点を指導し続けたことも効果が見られた。

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力

・基礎基本的な計算力
・グラフや図などを通じて数の大小や、どのくらいの量か把握する力。
・既習事項を使って問題解決の見通しをもとうとする力。
・スモールステップを積み重ね、「できた」という達成感を味合わせる。自力解決しようとする意識
を高める。

年
10
月

第
 
６
 

学
 

年

平
成

学習に関する
児童の実態・課
題

・分数の約分をし忘れたり、不十分さが目立った。
・全体的に意欲は高い。７割程度、基礎基本が定着している。
・公約数、単位量あたりの大きさ、人口密度、割合の定着が低い。

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力年

11
月第

 
４
 

学
 

年

平
成

学習に関する
児童の実態・課
題

・かけ算、わり算の筆算が苦手な児童が多い。
・文章問題を読み取ることが難しく、立式できずにいる児童が見られる。
・コンパスや三角定規などの算数道具の使い方が定着しておらず、上手に作図することができな
い児童がいる。

年
度

教科で身に付
けさせたい資
質・能力

・文章問題では問題の意味を理解し、問題解決の方法を自分で選択できる力。
・難しい問題でも、学習したことを活かして解決していこうとする力。
・基礎的な知識を身に付けること。

年
10
月第

 
５
 

学
 

年

令
和

学習に関する
児童の実態・課
題

・かけ算や割り算が苦手な児童が多い。
・数の構成、分数や小数などの数の概念の理解が不十分である。
・文章問題の読み取りが難しく、題意が理解できない。

・基礎基本的な計算力
・グラフや図などを通じて数の大小や、どのくらいの量か把握する力。
・既習事項を使って問題解決の見通しをもとうとする力。

令和4年　10月更新

授業改善推進中期プラン　算数　〔小学校第４～６学年〕
昭島市立　中神小学校

学年等


